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 フェムト秒レーザーはその特性から，非常に強い光強度を持ち，かつ光子密度が高いため多光

子吸収などの非線形効果が得られる．そのため，ガラスなどの透明材料を励起できる．フェムト

秒レーザーパルスを照射した場合に生じる誘起現象の観測は，物質とレーザーパルスとの相互作

用を明らかにし，フェムト秒レーザー加工における分解能や精度の向上に貢献できる．我々の研

究は，しきい値近傍の照射エネルギーのレーザーパルスを高い開口数の対物レンズで集光するこ

とに特徴を有し，これまで，中心波長 400 nmのプローブ光パルスを用いた観測 1)が行われた． 
 本研究では，プローブ光パルスとして，波長 400 nmおよび 800 nmのパルスを用いて観測を行
い，レーザー誘起現象の時空間分布についてさらに詳しく解明する． 
 光学系を Fig. 1 に示す．フェムト秒チタン・サファイアレーザー(中心波長 800 nm, 繰り返し
1kHz)から出射されたパルスは，ポンプ光とプローブ光に分けられた．400 nm のパルスは，BBO
結晶を用いて第 2高調波に変換された．ポンプ光パルスは 100倍の油浸対物レンズ(NA=1.25)を用
いてサンプル内部に照射された． 800 nmと 400 nmのプローブ光パルスは，ともに遅延光学系で
時間を調整され，サンプル面に照射される．サンプル後のプローブ光パルスは，20倍の対物レン
ズ(NA=0.42)とレンズ(f=500 mm)で拡大され，干渉計に導入される． 800 nmと 400 nmのプローブ
パルスは，異なる参照ミラーで干渉計を構築し，CCDイメージセンサー上でそれぞれの干渉縞が
直交するように形成した．そして，干渉縞を計算機でフーリエフィルタリング処理を行うことで，

それぞれを分離して複素振幅を取得した． 
 800 nmのプローブ光パルスを用いて観測した結果を Fig. 2に示す．ここでは，プローブ光パル
スのエネルギーは 200 nJであり，画像の左から右へ照射された．Fig. 2 (a), (b) はそれぞれ，レー
ザー誘起現象の振幅分布像と位相分布像の時間変化である．800 nmと 400 nmのプローブ光パル
スでの観測とその比較を行う． 
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 Fig. 1 ２波長ポンプ・プローブ干渉顕微鏡．     Fig. 2 レーザー誘起現象の観測． 
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